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食品の生産流通と消費者の食品選択に関する研究

●研究概要

食品の生産・流通・消費の構造や農畜水産業の経営、消
費者の食品選択行動に関する研究を行っています。食品を
安定的に生産するための経営学的条件や効率的に供給す
るための食品事業者の在り方、農村地域の持続的発展に向
けた方策といった観点から、現代社会における人々と食品
の関係を検討しています。
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・消費者の食品評価や食品選択行動に関する研究
食品のなかには、生物多様性保全や遊休農地の発生抑制、地域農
業の維持、食料自給率の向上など、農業や社会への影響を考慮した方
法で生産されているものがあります。しかし、その効果を具体的に実感
することはできないので、宣伝や販売方法には工夫が必要です。

なかでも、国産のコメを飼料として育てた鶏卵に注目し、消費者は食
料自給率の向上や遊休農地の発生抑制といった側面を含めて、商品を
どのように評価しているのか、鶏卵商品の選択時にはどのような行動を
とっているのか、さらには、販売者は消費者に対してどのような情報提
供を行うのが効果的なのかを明らかにしています。（論文1、2、3）

・食料生産・管理への新規技術の導入に関する経営学的研究
農畜水産物や食品の管理の場面において、IoTをはじめとする新規技
術が次々と開発され、急速に実用化が進められています。しかし、使用
者の技量や使用する農場の条件等によっては、収益性の向上や作業
性の改善など、必ずしも目指した結果が得られるとは限りません。
特に小規模な生産者や事業者が新規技術を導入する場面に着目し、
その技術力を最も発揮できる環境や条件を事業者の経営面から明らか
にしています。（論文4、5）

● 研究テーマ

図1. 一般的な餌を食べて育った鶏の卵（左）と
国産のコメを食べて育った鶏の卵（右）

図2. 卸売市場におけるタブレット端末
を利用した水産物の取引

・地域特性を生かした農畜水産物の生産とマーケティングに関
する研究
日本では、その地域に独自の気候や土壌条件を生かした農林水産業
が多数営まれています。しかし、特に離島などにおいては小規模で零細
に行われることも多く、生産・流通・販売の条件が不利になりがちです。
地域の独自性ある農畜水産物をどのように生産・管理し、どのような方
法で販売するのが商品の魅力をより高めることにつながるのかを、主に
農家経営や商品のマーケティング面から検討しています。（論文6）

図3. 沖永良部島産のテッポウユリと
冷蔵設備付き輸送用コンテナ


